
 

義務教育の目的 

義務教育の目標 

教育基本法 

学校教育法 

 

義務教育９年間を修了するにふさわしい学力と社会性を育成する 

～子どもの連続した学びと自尊感情の向上～ 

 
（１）義務教育 9 年間を見通したカリキュラムに基づいた指導 
（２）「４・３・２区分」を重視した指導 

子どもの発達に応じて，義務教育９年間を「前期」（小１～４）「中期」（小５・６・
中１）「後期」（中２・３）の３期に区分し，指導内容と指導方法を工夫 
 ※ 中期に重点を置いた取組 

（３）地域の自然・人・文化・歴史の特色を生かし，すべての中学校区で実施 

推進の方針 
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繰り返しによる基礎・基本の習得 

☆ 学級担任によるきめ細かな指導を行い，「早

寝・早起き・朝ごはん」などの基本的な生活

習慣と読み・書き・計算などの基礎的な力を

身に付けます。 

社会で自立して生きていく基礎づくり 

☆ 前期・中期で身に付けたことを発展させ，

自立して社会で生きていく基礎である義務

教育 9 年間を修了するにふさわしい学力と

社会性を身に付けます。 

小学校から中学校へのスムーズな移行 

☆ 小学校５・６年生に一部教科担任制を導入

して，より多くの教員が関わる中で，教員の

専門性を生かしながら知識・技能を活用する

力を身に付けます。 
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家庭や地域の協力 


